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特集:電 子ネットワークと市民社会

2000年 度三田社会学会大会

シンポ ジウム 「電子 ネ ッ トワーク と市民社会」:記 録

日時2000年7月15日(土) 14時40分 ～18時

場所 三田キ ャンパス東館 G-SEC Lab.

司会 関根 政美(慶 鷹義塾大学)

報告者 熊坂 賢次(慶 懸義塾大学)

    井下  理(慶 鷹義塾大学)

    関根 政美(慶 磨義塾大学)

    清原 慶子(東 京工科大学)

討論者 川崎 賢一(駒 澤大学)

    遠藤  薫(東 京工業大学)

趣旨(大 会プログラムよ り)

 イ ンター ネ ッ ト ・テク ノロジーが急 速 に発展す るとともに、一般社 会に急速 に浸透

している今 日(日 本で も利用者は2000万 人 を超 えよ うとして いる)、 インターネ ッ ト

の利用が現代社会の人々の 日常の生活や コミュニケー ション活動 に大 きな影響 を与 え

て いることは間違 いない。 しか しなが ら、イ ンターネ ッ トの普及 によ るその影響 につ

いての体 系だった考察はまだ少ない。

 とはいえ、一部にイ ンターネ ッ トによ る電子ネ ッ トワー ク社会 につ いての本格的研

究が始 ま りだ した ことも確かで あるし、関心 を持つ若 い研究者 も多 い。 口本 の社 会学

で は伝統的 に市 民社会の形成問題 とます ・コミュニ ケー シ ョンの役割 が論 じられてき

たが、イ ンター ネ ッ トによる電子 ネッ トワー クの形成が市民社 会形成の問題 とどう関

わ るのか とい う点 を中心 に、インター ネ ッ トの特 質 とその可能性 や限 界について シン

ポ ジウムではあれ これ論議 して いきた い。

 今回の シンポで は、デ ジタル ・デバイ ド、イ ンフォ ・ミ ドルな どにつ いての論議 を

行 いたいが、体 系だった議論 とい うよ りも問題定義 と、今後の研究方向 を検討す る試

論的なもの となる。多 くの会員の参加 を期待 しつつ報告者は報告の準備中である。
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